
「目指す生徒の学びの姿」が実現するような学習活動、主な
発問、評価とフィードバック、ICTの活用方法などを記載し
ます。その際、どの学習活動でどの視点から評価するのかを
「評価の視点」から選び、どのように生徒にフィードバック
するのかを具体的に考えておくことで、個に応じた評価と
フィードバックを実践できるようにします。

道徳的価値観、生徒観、教材観を基に、本時のねらいを設定します。

本時で取り扱う内容
項目についての道徳
的価値観、生徒観、
教材観を記載します。

「本時のねらい」を設定する際は、
目指す生徒の学びの姿を「評価の
視点」を基に具体的に想定し明記
します。

既習や未習の内容項目
と本時の内容項目間の
関連性を記載します。

いずれかを選択して〇をつけます。


